
生化学分析および食品分析用テストコンビネーション
Ｆ-キット  L-乳酸／D-乳酸    製品番号  包装単位 

TC D-/L-Lactic Acid     1 112 821  各 25 回 
 

GPT 

UV テスト 
 発酵乳製品、フルーツ、野菜ジュース、肉製品、ビール、ワインなど
の食品、化粧品(pH調整剤)、紙、ボール紙、医薬品(輸液、注入液など)、
生体試料中の D-乳酸と L-乳酸の測定。 
 
分析物 
 L-乳酸は全ての生物の代謝の最終産物であり、D-乳酸はいくつかの微
生物 (Lactobacillus lactis、Lactobacillus bulgaricus、Leu onostoc
cremoris など)のみが生成します。乳酸の立体特異的測定は発酵乳製品
の製造で、微生物の活性を調べるために強い興味がもたれています。 

c  

また D-乳酸の存在は微生物汚染の指標となります。 
 
原理(1) 
D-乳酸 + NAD+          ピルビン酸 + NADH + H+ 
 
L-乳酸 + NAD+  ピルビン酸 + NADH + H+ 

 
ピルビン酸 + L-グルタミン酸      L-アラニン 

＋ 2-オキソグルタル酸 
 
特異性  
 本法は D-および L-乳酸に特異的です。 
 
感度と測定限界 
 測定感度は試料量(v)が 2.000ml の時の 0.005 吸光度に基づいていま
す。これは 340nm で測定した際の約 0.15mg/l(試料溶液)の乳酸濃度に
相当します。0.3mg/lの測定限界は、最大試料量(v)が 1.000mlの時の吸
光度変化量 0.010(340nm)に由来します。 
 
直線性 
 測定の直線性は 0.3μg 乳酸 /アッセイ (0.3mg 乳酸 /試料溶液 : 
v=1.000ml)から 35μg 乳酸/アッセイ(0.35g 乳酸/試料溶液:v=0.100ml)
の間にあります。 
 
正確性 
 一つの試料を二重測定した場合、0.005から 0.010の吸光度の違いが
起きます。 
標準偏差値は測定範囲内で 1～2%です。 

 
D-乳酸: 
細挽きポークソーセージの分析(3): 
x=0.002g/100g   r=0.004g/100g  S(r)=±0.0015g/100g 
         R=0.005g/100g S(R)=±0.0016g/100g 
ヨーグルトの分析(3): 
         r=0.03g/100g  R=0.05g/100g 
粉ミルクの分析(3): 
         r=0.0008g/100g R=0.003g/100g 
 
⇒L-乳酸については F-キット L-乳酸（製品番号 139 084） 

 をご覧下さい。 
 
キット内容 
1.グリシルグリシンバッファー.pH10.0 L-グルタミン酸 
2.約 210mg NAD 
3.約 1100U GPT 
4.約 3800U D-LDH 
5.約 3800U L-LDH 
6.測定のコントロール用 D-乳酸及び L-乳酸標準液(結果の計算には測定
の必要はありません。) 

 
試薬 
 D-および L-乳酸の測定に用いられる試薬は危険物条令、化学法令、
EEC 条令 67/548/EEC 及びその改正版、補遺、適用ガイドラインに入
るような危険物ではありません。しかし使用化学物質が接触した場合の

一般的安全性は確認してください。使用後の試薬は研究室の使用品とし 
て廃棄できますが、地域の規制には常に注意してください。 

 
 

 
⇒試料調製の一般的情報についは F-キット L-乳酸（製品

番号 139 084）をご覧下さい。 
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